
～世界に通用するナショナルパーク・大雪山の隠れた魅力「原始ヶ原」の保全と利用について～

富良野で国立公園を考える

　大雪山国立公園を構成する山の一つである富良野岳とその裾に広がる原始ヶ原。そこからもた

らされる清涼で豊富な水資源は農業を潤し、その農業景観は北海道内でも有数の観光地となっ

ております。富良野岳は花の百名山として、原始ヶ原はその名の通り大雪山国立公園の中でも原

始的な雰囲気を残した高層湿原として知られている一方で、登山者の踏圧による湿原の裸地化が

見られることから、今年、湿原の植生復元の取組をはじめました。

　山の日の施行を機に、原始ヶ原湿原の植生復元の取組、外から見たナショナルパークとしての

大雪山国立公園の魅力について考えるシンポジウムを開催します。会場内では適切な登山装備の

紹介、地図の読み方、携帯トイレなどに関する展示も行います。

山の日施行記念シンポジウム

●シンポジウムスケジュール

登山者の踏圧によって激しく傷んだ原始ヶ原。 復元のために設置された、通称｢ヤ
シネット｣。効果が期待されている
が、時間は長くかかる。

お問合せは 

イベント運営事務局（有限会社アグリテック）
0166-82-0800 FAX 0166-82-3040 mail:yoyaku@agtec.co.jp

電話受付時間　月～金9:00～18:00

地域活性を考える　アウトドアスポーツ7つのミッション

原始ヶ原の利用と保全の状況と今昔
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